
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業科目 健康とスポーツ（講義） 

担当教員 真木 弘 

開講時期 後期 講義形態 講義 単位数 １単位 

 
学科DP との関連 

DPⅠ DPⅡ DPⅢ 

1 2 1 2 1 
 ◎ ◎     

  授業の目的 

・健康の意義、大切さなどを学び、将来にも役立つ考え方、また、健

康・体力作りのための運動習慣を身につける。 

・自分の体の仕組み、特に筋肉、神経、骨格などについて理解するこ

とができる。 

・健康な生活営むにはどうするか。自分なりに考えることができる。 

・健康の維持管理は、自分ひとりの力ではできない。環境等により健

康被害があることを理解することができる。 

授業の到達目標 

・理想的な体型・体格とは何かを意識して、肥満と運動と栄養の関係

を学び、健康の意義について自分なりに理解できる。 

・健康生活を送るにはどうすればよいか具体的に獲得できる。 

自修について（予習・復習内容等） 

・毎回の授業内容を教科書等で予習しておく。（１時間） 

・授業終了後、学んだことを復習しておく。（１時間） 

・スポーツ、健康番組等を鑑賞し、レポート提出する。（２時間） 
 
回数 授業計画・内容 

1 
資料・VTR などを用い、スポーツの魅力、楽しさ、また、 

人間の持つ運動能力のすばらしさを考え、理解する。（１）   

2 
資料・VTR などを用い、スポーツの魅力、楽しさ、また、人間の持

つ運動能力のすばらしさを考え、理解する。（２） 

3 
資料・VTR などを用い、筋肉、神経、骨格それぞれどのような関係

にあるか学ぶ。 

4 資料・VTR などを用い、妊娠・出産について学ぶ。 

5 資料・VTR などを用い、生命について考える。 

6 資料・VTR などを用い、循環器系について考える。 

7 資料・VTR などを用い、健康生活を考える。 

8 まとめ 

  

  

  

  

  

  

  

  
   
成績評価の方法・基準 

毎回のレポート(40％)、試験（60％）、計 100％ 

   教科書 

「健康とスポーツ概論―運動と健康の理論―」 （圭文社） 

参考書・参考資料 

なし 

その他（学生へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ） 

なし 

授業科目 健康とスポーツ（実技） 

担当教員 鳥居恵治 ・山下晋 

開講時期 前期 講義形態 実技 単位数 １単位 

 
学科DP との関連 

DPⅠ DPⅡ DPⅢ 

1 2 1 2 1 
 ◎ ◎ 

  
  

  授業の目的 

各種スポーツ実践を通して，その種目のルールや特徴，楽しさを理

解する．また，体力及び技能の習得・向上を図り，みんなで活動する

ことの楽しさ，チームワークの必要性を知る．それらのプロセスを通

して，スポーツに対する積極的な姿勢，コミュニケーション能力，勝

利するための創意工夫などを体得し，生涯にわたってスポーツに親し

んでいく態度を育成する． 
 
授業の到達目標 

（1）実施するスポーツのルールや特徴を説明することができる． 

（2）スポーツを楽しみながら，自己の体力及び技能の習得・向上を

図ることができる． 

（3）勝利するための方法をチーム内でコミュニケーションをとった

り，個人レベルで創意工夫をすることができる． 

（4）ケガを予防する方法や環境づくりを理解し，安全に留意して活

動することができる． 
 

自修について（予習・復習内容等） 

毎時終了後，ワークシートに授業内容（各種目のルール，スキルアップ

の方法，グループで話し合った作戦など）の振り返りと，継続的な身体

活動や基本技能の習得を合わせて 1 週間当たり 1 時間行うこと． 
 

 
回数 授業計画・内容 

1 オリエンテーション及び身体のセルフチェック 

2 バドミントン（1）サーブとレシーブ 

3 バドミントン（2）ドロップショット 

4 バドミントン（3）スマッシュとスマッシュレシーブ 

5 バドミントン（4）打ち方のバリエーション 

6 バドミントン（5）作戦の立て方 

7 バレーボール（1）オーバーパスとアンダーパス 

8 バレーボール（2）サーブとレシーブ 

9 バレーボール（3）スパイクと 3段攻撃 

10 バレーボール（4）ローテーションとポジショニング 

11 バレーボール（5）作戦の立て方 

12 アルティメット（1）ディスクのスローとキャッチ 

13 アルティメット（2）ポジショニング 

14 アルティメット（3）ロングスロー，カーブ 

15 アルティメット（4）作戦の立て方，全体のまとめ 

16 なし 
   
成績評価の方法・基準 

ワークシート（期末試験レポートを含む）70％，運動技能 30％， 

計 100％ 
 

   教科書 

ワークシート（授業ノート）を配布する． 

参考書・参考資料 

・「もっとうまくなる！バドミントン」（ナツメ社） 

・「見てわかるバレーボール」（西東社） 

・「フライングディスクをやってみよう」（ナップ）   など 
 
その他（学生へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ） 

毎時，運動のできる服装（ジャージ及び体育館シューズ）で受講し，

水分補給の準備をすること． 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

授業科目 くらしと経済 

担当教員 岡本 純 

開講時期 後期 講義形態 講義 単位数 ２単位 

 
学科DP との関連 

DPⅠ DPⅡ DPⅢ 

1 2 1 2 1 
 ◎ ◎     

  授業の目的 

経済の問題だけでなく、私たちが生活していくうえで存在する身近な問題 

についての基礎的な知識を理解する。 

授業の到達目標 

新聞・雑誌などで取り上げられている身近な経済・社会問題を理解し説明

することができる。 

経済・社会の仕組み、理論の重要性、考え方を理解し、他者へ説明ができ

る。 

自修について（予習・復習内容等） 

かならず予習（新聞を読むこと）（1 時間）、教科書を読むこと（1 時間）、 

毎回与えられた課題に取り組んだうえで（2 時間）授業に参加すること。 
 
回数 授業計画・内容 

1 ガイダンス 

2 社会・経済の仕組みを知る 

3 経済発展の軌跡を知る 

4 社会問題全般を考える 

5 世界情勢を知る 

6 世界経済を知る 

7 現代社会の豊かさ 

8 消費者主権を考える 

9 景気・物価と株式・金利 

10 日本的経営の特徴 

11 人口・国土・産業を考える 

12 雇用と労働環境を知る 

13 少子高齢化と社会問題 

14 女性と社会 

15 まとめ 

16 なし 
   
成績評価の方法・基準 

発表 40％、レポート・課題 60％、計 100％ 

   教科書 

釜賀雅史・岡本純編『現代日本の企業・経済・社会』 学文社 2013  

参考書・参考資料 

釜賀雅史・岡本純『現代企業とマネジメント』ナカニシヤ出版２００８ 

山家 悠紀夫『暮らし視点の経済学―経済、財政、生活の再建のために』   

新日本出版社２０１１ 

日本経済新聞、日経ＭＪ 

その他（学生へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ） 

毎日、新聞を読み、身近に起こっている社会・経済・時事の問題を理解し

ておくこと。 


